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認定の仕組み（申請内容の確認）のイメージ
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※必要に応じてヒアリング等（概ね○ヶ月程度）

申請時に、認定を受けよ
うとする試験等が、認定
要件を満たしていること
を示す資料等を提出

認定要件（イメージ）
◇出題に関すること
◇結果提供に関すること
◇実施に関すること
◇情報開示に関すること
◇報告に関すること

申請の手続（イメージ）
◇申請時期
◇申請書その他の必要書類
◇申請時の必要記載事項
◇標準処理期間
◇審査結果の表示

審査の観点（イメージ）
◇申請の形式的要件の具備
状況の確認
◇申請において、試験等が
認定要件に適合している
ことが示されているか

国において示す事項

事務局

審査委員
（仮称）

③
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査
レ
ビ
ュ
ー
提
出

審査会
（仮称）
⑤認定の判断

⑥結果表示

イメージの一例）審査委員（仮称）の下審査を基に、認定の判断を行うパターン
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事後チェック体制のイメージ

平成○年度事業概要報告

（項目のイメージ例）

・実施校数
・全体傾向
・サンプル問題
等

※具体的な項目や内容について
は要精査

認定測定ツールの実施者 文部科学省

毎年度報告

（報告の活用例）
・実施状況のフォローアップ
・効果分析
・情報発信（公表）

＜要検討事項＞
・取消しの性格と事後チェックの
関係
・国の教育施策に生かすための情
報の整理
・実施者にとっての許容範囲
・開示情報と非開示情報の仕分け
等

・目的を明確にして報告を求める項目・内容を設定。
・各実施者が有するデータは社会的価値を有する一方で、
提供を求める際には負担の軽減にも配慮が必要。
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高等学校等へ
＜情報提供手段として考えられる例＞
設置者へ文書発出、ＨＰへの掲載 など
※併せて「学びの基礎診断」の趣旨等を周知

高等学校等への情報提供イメージ

平成○年度「学びの基礎診断」認定一覧

・・・・（国、数、英）
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・・・・・（数）
・・・・・（英）
・
・
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個別情報

高校等に提供する情報は、申
請内容を基本とする。

＜論点＞
・申請内容のうち、非開示とす
ることが適当な情報としてど
のようなものが考えられるか。

・申請内容以外に、付加するこ
とが適当な情報としてどのよ
うなものが考えられるか。

情報提供

＜論点＞
・高校等の取組を促すことに資する情報発信の在り方として
どのようなものが考えられるか。 4


